












































































































































































































































































































































































































































































Direction Mode EW NS UD Horizontal































Exciting　Direction EW　　　　　NS EW　　　　　NS EW　　　　　NS






























































Direc． PrOP．・ On　Base－Mat On　Ground On　Base－Mat On　Ground






















































































Model Dfrec． PrOP． R信s・nance（1st） Resonance（2nd） Resonance（1st） Res・nζnce（2nd）
EW
ノ 2．12～2．16 8．70～8．71 2．25 8．79
FRAME
乃 2．10～2．12 一 3．56 一
NS
！ 1．64～1．68 5．52～5．64 1．76 5．66

































































































































































































Date （1st） No． Test Test 3－dimension@　Frame
2－dimension
@　Frame
87．12．17 2．49 1st 2．48～2．74 2．73 2．83
V．D．　W
88．1．26－1 2．98 2nd 7．38～7．46 7．92
88．1．26－2 2．98 3rd 11．42
88．1．30 2．98 4th 18．44
88．2．21 2．34 1st 2．12～2．16 2．25 2．17 2．34
FRAME 88．3．18
2．29 2nd 7．32～7．38 7．29 7．34













87．12．17 2．34． 1st 2．41～2．55 2．64 2．39
V．D．　W
88．1．26－1 2．73 2nd 7．01～7．54 6．51
88．1．26－2 2．73 3rd 9．08
88．　1．30 2．54 4th 14．35
88．2．21 1．94 1st 1．64～1．68 1．76 1．66 1．76
FRAME 88．3．18
1．71 2nd 5．52～5．62 5．66 5．66 5．61
3rd 7．70 7．64 7．39
4th 10．84 10．79 10．19 10．28
96 高橋和雄・有馬文昭・宮崎光生・小森清司
2）2次またはそれ以上の高次の振動モードにおいて
　制震構造では，応答の増幅が著しく抑制される．
3）制震構造では，制震壁の付加により建物の剛性の
　増加を考慮しなければならない．
4）これらの特性は，制震壁の基本的特性の示す傾向
　と一致するものである．
　当制震構造における実証的研究は，今なお継続中で
あり，幾多の有為な資料も取得され，それらは参考文
献10，11において言及されている．しかしながら，不
明な点もまだまだ多く存在し，今後の実証データの蓄
積とともになお詳細な検討を要するものである．
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